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今月のトピックス

学校給食用手袋の材質に注意を

環境ホルモン（内分泌かく乱物質）の恐れあり

学校給食ニュース 発行：学校給食全国集会実行委員会
http://www.jca.apc.org/kyusyoku/
E-mail maki@jca.apc.org

ポリ塩化ビニル製の調理、炊事用手袋に

は環境ホルモン（内分泌かく乱物質）と疑わ

れている物質が大量に含まれているようで

す。

食中毒対策として調理時などにポリ塩化ビ

ニル製の手袋を使う調理場もありますが、食

品への移行などが心配されています。

学校給食ニュースとして、これまでの研究

や問題点を整理します。

塩ビ製手袋には

大量の添加剤が使われています
98年と99年の夏期学校給食学習会で環境ホルモン問

題についてお話しいただいた日本大学生物資源科学部

の片瀬隆雄教授は、学校給食手袋３種類についてエス

トロゲン活性を調べ、さらに手袋に含まれる化合物とそ

の濃度を調べられました。これは、98年の学習会のと

きに会場から要請があった試験です。その結果は、表

１の通りです。フタル酸エステル、アジピン酸エステル

が高い濃度で含まれています。

また、国立医薬品食品衛生研究所の研究員による研

究報告「ポリ塩化ビニル及びポリ塩化ビニリデン製品

中の残存添加剤」（食品衛生学雑誌 vol40、平成11年

３月11日受理）でも、ポリ塩化ビニル製の手袋に残存

する添加剤を調査しています。調査は、調理、炊事な

どと用途表示された手袋４検体によって行われました

（別表２）。これによると４製品とも主可塑剤として24～

38％のＤＥＨＰ（フタル酸ジエチルヘキシル）が含まれ

ていることが分かりました。さらに、アジピン酸エステ

ル類のＤＥＨＡも3.9～17％含まれています。可塑剤の

残存量は34～55％と、全体の半分近くを占めています。

この量は、塩ビ製ラップフィルムよりも多く、さらに３検

体からはノニルフェノールが検出され、滑剤のステアリ

ルアルコールと合わせて帯電防止のために界面活性剤

が使用されていることも明らかになりました。

表１（片瀬教授の研究による）

表２（国立医薬品食品衛生研究所の研究員による）

プラスチック製品 同定された化合物（濃度：ｐｐｍ）＊

アジピン酸エステル

ＢＢＰ ＤＥＨＰ ＤＥＨＡ 総濃度

学校給食手袋(R501） 1800  7200 2300 11000
学校給食手袋(R502） 1900  7900 2600 12000

学校給食手袋（R503） 12000 12000

＊：手袋を0.2ｇ切り取り、４mlのｎ－ヘプタンに溶解させた４mlの溶液中濃度。

フタル酸エステル

サンプル 滑剤 その他
ＮＯ ＤＥＨＰ ＤＩＮＰ ＢＢＰ ＤＥＨＡ ＳＡＩ ＮＰ
１（薄手） 380000 ｎｄ ｎｄ 170000 550 5500
２（薄手） 280000 100000 ｎｄ 95000 3400 ｎｄ
３（やや厚手） 360000 ｎｄ ｎｄ 39000 1300 2300
４（厚手） 240000 ｎｄ 32000 68000 1000 1600
単位：μｇ／ｇ

可塑剤

（食衛誌VOL40をもとに作成）
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環境ホルモン

（内分泌かく乱物質）とは
環境ホルモン（内分泌かく乱物質）についておさら

いします。人間や動物の身体では様々なホルモンが生

命活動や成長、生殖に深くかかわっています。それぞ

れのホルモンは必要なときにだけしか出ないようになっ

ています。もしこのホルモンがむやみに出ると、成長や

生殖機能、生命活動に大きな問題をおこすからです。

ところが、人間が人工的に合成した化学物質の中には、

このホルモンと同様の働きをするものや、ホルモンの働

きをおかしくするものがあります。それがいわゆる環境

ホルモンです。つまり、「内分泌（ホルモン）」を「かく

乱」する「物質」です。なかでも、女性ホルモンのひ

とつエストロゲンと同様の働きをするものが多くありま

す。エストロゲンは卵胞ホルモンで、これに似た化学

物質は生殖機能をかく乱します。とりわけ胎児の段階

での影響が深刻です。

身体の中のホルモンはごく微量で働いています。だ

から、環境ホルモンもとても微量で影響を与えます。こ

れまで発がん性や催奇形性など生物に対する毒性は

100万分の１の濃度「ｐｐｍ」の単位で考えられてきまし

たが、環境ホルモンは10億分の１の濃度「ｐｐｂ」や１兆

分の１の濃度「ｐｐｔ」のレベルで影響を与えます。その

ため、環境ホルモンが問題になったのです。

現在、世界各国の研究者や国の研究機関などでど

の物質が環境ホルモン（内分泌かく乱物質）なのかを

つきとめる作業が続いています。いくつもの候補が挙

げられていますが、今回ポリ塩化ビニルの手袋から検

出された物質はいずれも環境ホルモンとして疑いの強

いものばかりです。

以下に、今回検出された化学物質の特徴と物質名を

まとめておきます。

フタル酸エステル類：プラスチックの可塑剤とし
て使われます。とくに塩化ビニール製品に多く使われ

ています。塩ビ製品がやわらかいのは可塑剤のおかげ

です。

ＤＥＨＰ（フタル酸ジエチルヘキシル）

ＤＩＮＰ（フタル酸ジイソノニル）

ＢＢＰ（フタル酸ベンジルブチル）

ＤＥＰ（フタル酸ジエチル）など

アジピン酸エステル類：フタル酸エステル類と同
じく可塑剤として使われます。とくに塩ビ製品で耐寒性

可塑剤として使われています。

ＤＥＨＡ（アジピン酸ジエチルヘキシル）など

ノニルフェノール：界面活性剤として使われたノ
ニルフェノールポリエキシエチレンなどが分解されてで

きます。

調理・洗浄現場で移行の可能性
98年12月７日付の毎日新聞によれば、兵庫県西宮市

で学校給食用ポリプロピレン製食器から、フタル酸ジエ

チルへキシル（ＤＥＨＰ）が溶出した問題に対し、市は

原因は食器ではなく食器洗浄時の塩化ビニール製手

袋であるという結論をまとめました。昨年の食器溶出調

査で、ポリプロピレン製食器から検出され、その原因

を調べていましたが、食器メーカーは可塑剤を使用し

ていないため検出されるはずはないと主張し、状況か

らも塩化ビニール製の手袋から溶出した化学物質が食

器に付着し、その後溶出したという可能性が高いと考

えられたものです。市では、この結論の上で、天然ゴ

ムや酢酸ビニール製の手袋に切りかえました。

また、前出の研究報告では、調理時の使用によって

可塑剤が脂肪を含む食品に移行する可能性が指摘さ

れています。

塩ビ製品は、燃やすことでダイオキシンの発生原因

となり社会問題となっています。それ以外にも、ポリカ

ーボネート食器で環境ホルモン（内分泌かく乱物質）

のビスフェノールＡが溶出されるように、塩ビ製の手袋

からも様々な環境ホルモン（内分泌かく乱物質）の溶

出が考えられます。

学校給食調理場をはじめ家庭などでも、調理、食器

洗浄などに塩ビ製手袋を使用しているかどうかあらため

て確認し、代替していくことが必要です。

この件についての情報・感想・取り組みな

どについてお寄せください。
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事例報告

Ｔ・Ｔによる牛乳の栄養指導
三重県松阪市学校栄養職員のＡさん

99年夏の学習会で事例報告をお願いした三重

県松阪市学校栄養職員のＡさんから、事例報

告に関連した資料をいただきました。ありが

とうございました。2000年冬の学校給食全国

集会でも事例報告が集まることになっていま

す。学校給食ニュースでも、学校給食にたず

さわる皆様から、さまざまな取り組みのご報

告をお待ち申し上げます。

Ｔ・Ｔ（チームティーチング）による
牛乳の栄養指導

第一学年 学級指導学習指導案
場所 第一学年教室

指導者 教諭

学校栄養職員

１、題材 牛乳を飲もう

２、目標 牛乳には骨や歯を作ったり丈夫にしたり

するカルシウムが多く含まれていることを知り、進んで

飲むようにする。

３、指導にあたって

（１）題材について
国民栄養調査の結果では、毎年のように日本人のカ

ルシウム不足を指摘している。また、虫歯や骨折等、

カルシウム不足の因果関係が取り上げられている。こ

のようなことから、本題材にある「牛乳を毎日なぜ飲

むのか」という素朴な疑問に気づかせ、牛乳に含まれ

る栄養素が骨や歯をつくることを自分自身の体作りや健

康の維持という視点でとらえることができるよう考えさせ

たい。

（２）指導について

給食に毎日でてくるものを思い出させ、その中の飲

み物について取りあげる。そして、なぜ毎日牛乳が出

てくるのか疑問を持たせた後、１年生の児童にも興味や

関心がもてるように、牛乳の絵を書いた布、牛乳とジュ

ースのカルシウムを比較した骨の絵や腹話術人形を使

って気づかせようと考えている。また、牛乳だけではな

く、牛乳からできる乳製品等もカルシウムがたくさん含

まれていることを知らせたい。

また、近年には、牛乳アレルギーの児童が増加して

いるので、該当している児童への配慮が必要であると

考えなければならない。牛乳の代用食品として、カル

シウム面では小魚類や海草類があげられることも伝え

たい。

４、展開

（次ページ表）

５、授業を終えて

児童は、毎日給食に出てくる牛乳という身近な食品

を取り上げたため、意欲的に取り組めたようである。腹

話術人形を用いたり、牛乳のカルシウムの含有量を骨

の本数で視覚に訴えることができてよかった。また、牛

乳に含まれるカルシウムの多さを実感でき、オレンジジ

ュースの飲み物とも比較することができた。

学級担任と学校栄養職員と連携を取りながらのＴ・Ｔ

実践ということで、専門性を生かした、食に関する指導

面では学校栄養職員、児童への働きかけなどは学級

担任と役割分担したので、授業は比較的順調に進める

ことができたように思われる。

また、本時の学習内容を記憶している児童も数人お

り、学校栄養職員に「牛乳飲んどるよ」とか「今日の

給食美味しかった」などの言葉かけもあり、食に関す

る興味や関心が持たれるようになったようにも思われ

る。
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授業風景（あやつり人形を使った腹話術）

学習活動 指導形態 指導形態
Ｔ１の留意点 Ｔ２の留意点

＊学校栄養職員（給食の先生）につ
いて知る。

学校栄養職員の
紹介をする。

＊毎日給食に出てくる飲み物を発表
する。

毎日の給食を思い出させる。

＊なぜ、毎日給食に牛乳が出てくる
のか発表する。

　・栄養がある。

　・体が大きくなる。

　・骨が強くなる。

＊牛乳にはカルシウムがたくさん含ま
れていることを知り、その働きにつ
いて知る。

牛乳の絵をはりカルシウムという言
葉を理解させる。

　・骨や歯を強くする。

　・心臓がうまく働く。

　・血を止める。

　・イライラをおさえる。

カルシウムの量をカードではる。

カルシウムの数を数えさせる。

＊牛乳からできている食品を知る。

　・チーズ 牛乳の絵を見せながら、牛乳から

　・ヨーグルト できている食品を気づかせる。

　・バターなど

＊牛乳が大変美味しい飲み物である
ことに気づく。

＊牛乳が成長のためには大変大切で
あることに気づく。

＊カルシウムが多い牛乳の代用食品
を考えて発表する。

牛乳の代用食品を考えさせる。

＊本時の学習で分かったことを発表
させる。

本時の学習内容
を考えさせる

＊学校栄養職員（給食の先生）に、
礼を言う。

学校栄養職員に礼を言わせる。

発表者をあてる カードをはる

＊オレンジジュースとカルシウムの含
まれる量を比較する。

児童の意見と比較する。

牛乳を飲まず嫌いの、腹話術人形
を登場させ、牛乳が大変美味しい
飲み物であることに気づかせる。
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最近のできごと

９9年11月、12月の新聞などから

【食器・環境ホルモン】
●大分県杵築市、センターで強化磁器に

●長野県楢川村、漆器に切り替え

●ビスフェノールＡ、成体にも影響か

●ビスフェノールＡの論争

●ガラス製食器破損で目にけが、提訴

【食中毒・異物混入など】
●名古屋市内小学校でアルミ片混入事故

●佐賀県肥前町でパンに針

●愛媛県宇摩郡土居町で大規模食中毒

●川崎市内小学校で異物混入相次ぐ

●佐賀県伊万里市、

Ｏ１５７菌検出とセンター休業

●広島県福山市で食中毒

●山口で風味異常の牛乳回収

●武蔵野市私立小でおう吐、下痢

●八王子市の幼稚園でおう吐、下痢

●奈良県橿原市の

水酸化ナトリウム混入事件

【設備、システム】
●炊飯業界でＨＡＣＣＰ

●洗い場と調理場を分離

●15分で細菌・カビの測定

【食材・遺伝子組み換え】
●山梨では、２市３町で

非組み換え食材使用

●福岡県古賀市、

遺伝子組み換え納入自粛を求める

●佐賀市、遺伝子組み換え食品の

給食使用を禁止
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●文部省、学校給食での

遺伝子組み換え食品規制せず

●北海道生田原町、

地場産ステーキ給食に

日

●静岡県、特産椎茸の給食利用を調査

●神奈川県藤沢市でアイガモ米給食拡大

●埼玉県和光市、地場産野菜の使用拡大

●塩釜市、地場魚の家庭料理を給食に

●米飯国費助成廃止とご飯給食～愛媛県

●米飯国費助成廃止とご飯給食～福島県

●政府米、学校給食には新米のみ

【民間委託】
●大阪府島本町、

請願署名の押印なしで無効

●東京田無市・保谷市の合併で民間委託

【その他】
●アメリカで豆腐の給食使用解禁

●神奈川県で養豚業者が

給食残さなどを飼料化

●愛知県などの生ごみ処理機の動向

●名古屋市の給食費値上げと使途目的

●東京都国分寺市の食と環境教育

ご 案 内

【学校給食全国集会にご参加ください】

心配されていた2000年問題も、まずは新年をほぼ無事に迎えることができました。３学期、期

末、入試、卒業行事など学校はそれぞれ忙しい時期を迎えられていると思います。また、イン

フルエンザや風邪などで調子をくずす子どもが多くなる時期でもあります。そんな中ではあります

が、毎年恒例の学校給食全国集会を今年も開催します。

今年のテーマは、「子どもたちのための学校給食をめざして」

行財政改革による民間委託やセンター化などが教育としての学校給食の可能性をふさぎつつあ

る状況は今も変わりませんが、各地ではそれぞれに工夫をこらした取り組みが実を結びつつあり

ます。学校給食集会で、学校給食の様々な問題についての知恵を出し合い、元気を持ち帰りま

せんか？ 皆様のご参加をお待ちしております。

詳細は、別途チラシを作成しましたのでそちらをご覧ください。

日 程：２月21日（月） 10:00～16:00

場 所：日本教育会館（東京都千代田区）

参加費：1000円（資料代含む）

内 容：記念講演 農林中金総合研究所・根岸久子さん（食生活と学校給食）

事例報告 民間委託問題、地場型給食や食教育の事例など

お問い合わせ：下記の事務局、団体にお願いします。

学校給食ニュース 18号 2000/１ /20


